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Information

条
件
で
す
）。

■
主
催
＝
南
九
州
は
じ
め
会

　

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
状
況
に
よ
り
中
止
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
中
止
の
案
内
は
当
会
フ
ェ
イ
ス

ブ
ッ
ク
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

［
問
］
南
九
州
は
じ
め
会　

担
当
：
前
村

　
　

℡
０
８
０-

８
３
９
９-

６
８
３
６

韓
国
文
化
紹
介
・
料
理
講
座

参
加
者
募
集
！

　

韓
国
出
身
の
県
国
際
交
流
員
に
よ
る
文

化
紹
介
と
料
理
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

■
日
時
＝
令
和
３
年
12
月
４
日
（
土
）

　

�

午
前
９
時
～
正
午（
文
化
紹
介
１
時
間
、

料
理
講
座
２
時
間
）

■
場
所
＝
知
覧
地
区
公
民
館

■�

申
し
込
み
＝
11
月
19
日
、
午
後
５
時
ま

で
■�

参
加
料
＝
南
九
州
市
国
際
交
流
協
会
会

員
の
方
は
無
料
、
一
般
の
方
は
５
０
０

円
※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
状
況
に
よ

り
、
講
座
内
容
が
変
更
・
中
止
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。ご
了
承
く
だ
さ
い
。

［
申
・
問
］知�

ま
ち
づ
く
り
推
進
課�

共
生
・

協
働
推
進
係 募

　
集

南
九
州
市
あ
か
り
の
道
標

　
～
ち
ら
ん
灯
彩
路
～　

　

知
覧
武
家
屋

敷
庭
園
を
中
心

に
、
多
く
の
竹

灯
籠
や
紙
灯
籠

が
幻
想
的
な
夜

を
演
出
し
ま

す
。
普
段
、
夜

は
入
園
で
き
な

い
武
家
屋
敷
の

ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

を
ご
覧
に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
静
寂
な

夜
に
灯
り
の
揺
ら
ぎ
と
と
も
に
体
感
す
る

庭
園
は
、
と
て
も
幽
玄
な
雰
囲
気
で
す
。

　

ま
た
、
今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
収
束
祈
願
の
「
神
舞
」
も
披
露
し

ま
す
。

■
日
時
＝
令
和
３
年
11
月
13
日
（
土
）

　

午
後
５
時
30
分
～
午
後
８
時
30
分

　

※
雨
天
時
は
、
14
日
に
順
延

■
場
所
＝
知
覧
武
家
屋
敷
庭
園
一
帯

■�

入
園
料
＝
無
料
（
た
だ
し
、
午
前
９
時

～
午
後
５
時
は
通
常
ど
お
り
入
園
料
が

必
要
で
す
）

［
問
］
ち
ら
ん
灯
彩
路
実
行
委
員
会
事
務

局
（
知�

商
工
観
光
課
内
）

令
和
４
年
南
九
州
市
成
人
式

■
日
時
＝
令
和
４
年
１
月
３
日
（
月
）

　

・
受
付
：
午
後
０
時
10
分
～
０
時
50
分

　

・
式
典
：
午
後
１
時
～
１
時
25
分

催
　
し

　

�

※
式
典
終
了
後
に
記
念
撮
影
を
行
い
ま

す
。（
１
時
間
以
内
、
順
次
解
散
）

■
会
場
＝
知
覧
文
化
会
館

■�

対
象
＝
平
成
13
年
４
月
２
日
～
平
成
14

年
４
月
１
日
生
ま
れ
で
、
平
成
20
年
４

月
１
日
以
降
南
九
州
市
に
住
民
登
録
さ

れ
た
方

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防

止
の
観
点
か
ら
、
当
日
の
会
場
へ
の
入

場
は
新
成
人
の
み
と
な
り
ま
す
。（
ラ

イ
ブ
配
信
有
り
）

※�

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大

状
況
に
よ
り
、
直
前
に
実
行
委
員
以
外

の
新
成
人
参
加
を
見
合
わ
せ
、
ラ
イ
ブ

配
信
の
み
で
の
開
催
へ
変
更
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
場
合
、
交
通
費
や

衣
装
レ
ン
タ
ル
費
の
キ
ャ
ン
セ
ル
料
な

ど
の
補
償
は
致
し
か
ね
ま
す
。
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

［
問
］
川�

社
会
教
育
課�

社
会
教
育
係

な
ぞ
と
き
探
検
in
岩
屋
公
園

　
岩
屋
公
園
に
て
な
ぞ
と
き
イ
ベ
ン
ト
を

開
催
し
ま
す
。
ス
マ
ホ
を
片
手
に
楽
し
く

探
検
し
、
魅
力
的
な
自
然
と
史
跡
に
ま
つ

わ
る
「
な
ぞ
」
を
解
き
ま
し
ょ
う
！

■
主
催
＝
南
九
州
市
連
合
青
年
団

■
日
時
＝
令
和
３
年
11
月
28
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～

■
場
所
＝
岩
屋
公
園

■
参
加
料
＝
３
０
０
円

■
参
加
資
格
＝
小
学
生
以
上
（
１
グ
ル
ー

プ
２
～
５
人
）

　

※
小
学
３
年
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
参

加

　

※
先
着
10
グ
ル
ー
プ

■
申
し
込
み
方
法
＝
下
記

よ
り
お
申
込
み
く
だ
さ

い
。（
申
し
込
み
期
限
：�

11
月
10
日
、
午
後
５
時

ま
で
）

［
問
］
川�

社
会
教
育
課�

社
会
教
育
係

「
畑
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
の
開
催

　
「
畑
で
遊
ぼ
う
」
を
テ
ー
マ
に
、
フ
カ

フ
カ
の
畑
の
中
で
体
を
動
か
し
て
楽
し
む

イ
ベ
ン
ト
で
す
。
大
人
も
子
ど
も
も
一
緒

に
、
泥
ん
こ
に
な
っ
て
遊
ん
で
み
ま
せ
ん

か
。

■
日
時
＝
令
和
３
年
10
月
24
日
（
日
）

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時
（
雨
天
中
止
）

■�

会
場
＝
え
い
中
央
温
泉
セ
ン
タ
ー
裏
の

畑
■
イ
ベ
ン
ト
内
容

　

①
畑
の
中
で
の
競
技

　

②
農
業
機
械
・
ド
ロ
ー
ン
展
示

　

③
農
業
機
械
デ
モ
操
作

　

④
農
業
女
子
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
シ
ョ
ー

■�

同
時
開
催
＝
温
泉
マ
ル
シ
ェ
（
キ
ッ
チ

ン
カ
ー
、
コ
ス
メ
、
雑
貨
、
ハ
ン
ド
メ

イ
ド
）
と
地
域
農
産
物
販
売
（
会
場
：

え
い
中
央
温
泉
セ
ン
タ
ー
内
）

※�
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策
（
マ

ス
ク
着
用
、
手
指
消
毒
）
の
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

※�

参
加
し
た
子
ど
も
は
、
え
い
中
央
温
泉

セ
ン
タ
ー
の
入
浴
料
が
無
料
で
す
（
小

学
生
ま
で
の
子
ど
も
で
保
護
者
同
伴
が
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（
入
院
が
継
続
す
る
場
合
な
ど
は
、
最

長
16
カ
月
ま
で
）

［
問
］�

川�

健
康
増
進
課�

保
険
係

一
定
面
積
以
上
の
土
地
取
引

に
は
国
土
利
用
計
画
法
に
基

づ
く
届
け
出
が
必
要

　

次
の
土
地
取
引
面
積
で
土
地
売
買
な
ど

の
契
約
（
予
約
を
含
む
）
を
締
結
し
た
場

合
は
、
土
地
の
所
在
す
る
市
町
村
へ
の
届

け
出
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

■
土
地
取
引
面
積
＝

◯
都
市
計
画
区
域　

５
千
㎡
以
上

◯
都
市
計
画
区
域
外　

１
万
㎡
以
上

■
届
け
出
者
＝
土
地
取
得
者（
買
主
な
ど
）

■
届
け
出
期
限
＝
契
約
締
結
日
を
含
め
て

　

２
週
間
以
内

■�

提
出
す
る
書
類
＝
土
地
売
買
等
届
出

書
、
位
置
図
（
縮
尺
５
万
分
の
１
以

上
の
地
形
図
）、
周
辺
状
況
図
（
縮
尺

５
千
分
の
１
以
上
の
住
宅
地
図
な
ど
）、

地
籍
図
、
契
約
書
の
写
し
な
ど
。

※�

届
け
出
を
し
な
か
っ
た
り
、
偽
り
の
届

け
出
を
す
る
と
、
６
カ
月
以
下
の
懲
役

ま
た
は
１
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
に
処

せ
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

［
問
］
知�

企
画
課�

企
画
係

「
脳
若
返
り
教
室
」

�

参
加
者
募
集
！

　
「
最
近
、
物
忘
れ
が
気
に
な
る
」「
認
知

症
が
心
配
」
と
い
う
方
は
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
せ
ん
か
。
気
に
な
っ
た
時
が
対
策
の
始

め
時
で
す
。
楽
し
い
教
室
で
脳
を
生
き
生

き
さ
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■�

日
時
＝
令
和
３
年
12
月
15
日
～
令
和
４

年
３
月
16
日
の
間
で
全
12
回

　

毎
週
水
曜
日　

午
後
２
時
～
３
時
30
分

■�

場
所
＝
頴
娃
文
化
会
館
お
よ
び
頴
娃
保

健
セ
ン
タ
ー

■�

内
容
＝
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
利
用
し
た
脳
ト

レ
、
軽
い
体
操
な
ど
を
行
う
教
室

　

※
詳
し
く
は
、
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
。

■�

対
象
＝
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
65
歳
以

上
で
、
次
の
①
～
③
の
項
目
に
一
つ
で

も
該
当
す
る
方
を
優
先
。

　

①�

今
日
が
何
月
何
日
か
分
か
ら
な
い
と

き
が
あ
る
。

　

②�

周
り
の
人
に
「
よ
く
同
じ
事
を
聞

く
」
と
言
わ
れ
る
な
ど
の
物
忘
れ
が

あ
る
。

　

③�

自
分
で
電
話
番
号
を
調
べ
て
、
電
話

を
か
け
る
こ
と
が
な
い
。

　

※�

た
だ
し
、一度
も
教
室
に
参
加
さ
れ
て

い
な
い
方
限
定
。
ま
た
、
介
護
保
険

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
中
の
方
は
除
く
。

■
定
員
＝
25
人

　

※
定
員
を
超
え
る
場
合
は
抽
選
。

■
参
加
料
＝
無
料

■
申
し
込
み
期
限
＝
12
月
１
日
ま
で

［
申
・
問
］�

川�

長
寿
介
護
課�

地
域
包
括

ケ
ア
係

11
月
12
～
25
日
は

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な

く
す
運
動
」
期
間

　

暴
力
は
、
性
別
や
加
害
者
、
被
害
者
の

間
柄
を
問
わ
ず
、
決
し
て
許
さ
れ
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
、
配
偶
者
な
ど

か
ら
の
暴
力
や
性
犯
罪
、
売
買
春
、
人
身

取
引
、
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、

ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど
女
性
に
対
す
る
暴

力
は
、
女
性
の
人
権
を
著
し
く
侵
害
す
る

も
の
で
あ
り
、
男
女
共
同
参
画
社
会
を
形

成
す
る
上
で
克
服
す
べ
き
重
要
な
課
題
で

す
。
期
間
中
、
パ
ー
プ
ル
リ
ボ
ン
に
よ
り

啓
発
を
行
い
ま
す
。

［
問
］
知�

ま
ち
づ
く
り
推
進
課�

共
生
・

　

協
働
推
進
係

11
月
は

「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」

　

１い
ち
は
や
く

８
９　
「
だ
れ
か
」
じ
ゃ
な
く
て

「
あ
な
た
」
か
ら

お
知
ら
せ

虐
待
か
も
と
思
っ
た
ら
「
１い
ち
は
や
く

８
９
番
」
へ

（
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル
）

子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
る
た
め
の
５
か
条

１�

「
お
か
し
い
」
と
感
じ
た
ら
迷
わ
ず
連

絡
２
「
し
つ
け
の
つ
も
り
…
」
は
言
い
訳

３
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
な
い

４
親
の
立
場
よ
り
子
ど
も
の
立
場

５
虐
待
は
あ
な
た
の
周
り
で
も
起
こ
り
う

る

　

子
ど
も
虐
待
を
防
止
し
、
虐
待
の
な
い

社
会
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

［
問
］
川�

福
祉
課�

子
育
て
支
援
係

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

に
よ
る
傷
病
手
当
金
の
支
給　

～
適
用
期
間
の
延
長
～

　

国
民
健
康
保
険
加
入
者
で
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
感
染
、
ま
た
は
発
熱

な
ど
の
症
状
が
あ
り
感
染
が
疑
わ
れ
た
場

合
に
、
療
養
の
た
め
労
務
に
服
す
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
方
（
給
与
な
ど
の
支
払

い
を
受
け
て
い
る
方
に
限
る
）
へ
傷
病
手

当
金
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
後
期
高
齢
者
医

療
の
加
入
者
も
同
様
の
扱
い
で
す
。

　

詳
し
く
は
、
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
に
な
る
か
、
担
当
係
へ
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

■
適
用
期
間
＝

【
変
更
後
】
令
和
２
年
１
月
１
日
～
令
和

３
年
12
月
31
日
の
間
で
療
養
の
た
め
労

務
に
服
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
期
間

女性に対する暴力根絶の
ためのシンボルマーク

女性への暴力の根絶を
訴えるパープルリボン
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う
ま
い
米
づ
く
り
に
は

土
づ
く
り
！

　

南
九
州
市
農
業
公
社
で
は
、
豊
か
な
稔

り
は
土
づ
く
り
か
ら
の
取
り
組
み
と
し

て
、
水
田
に
ケ
イ
テ
ツ
の
散
布
を
推
進
し

て
い
ま
す
。

【
特
徴
】

①�

鉄
は
老
朽
化
水
田
の
硫
化
水
素
に
よ
る

障
害
か
ら
根
を
守
る
の
で
、
稲
の
秋
落

を
防
ぎ
ま
す
。

②�

ケ
イ
酸
は
稲
を
丈
夫
に
し
ま
す
の
で
、

ゴ
マ
ハ
ガ
レ
病
、
い
も
ち
病
や
妨
害
虫

に
対
す
る
抵
抗
力
を
増
し
ま
す
。

③�

石
灰
は
酸
性
土
壌
の
改
善
に
役
立
ち
ま

す
。

④�

苦
土
、
マ
ン
ガ
ン
、
そ
の
他
ホ
ウ
素
な

ど
の
微
量
要
素
は
作
物
の
生
育
に
役
立

ち
ま
す
。

【
施
し
方
】

①�

10
ア
ー
ル
当
た
り
２
０
０
～
３
０
０
㎏

投
入

②�

農
閑
期
を
利
用
し
、
田
ん
ぼ
を
す
き
起

こ
す
前
に
散
布
む
ら
が
で
き
な
い
よ
う

に
均
一
に
全
面
散
布
す
る
。

※�

農
業
公
社
で
は
、
毎
年
１
月
に
ケ
イ
テ

ツ
の
集
団
散
布
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

集
団
散
布
料
金
２
７
５
０
円
＋
資
材
代

希
望
す
る
方
は
、
農
業
公
社
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
下
さ
い
。

［
問
］
川�

公
益
社
団
法
人�

南
九
州
市
農

業
公
社（
南
九
州
市
役
所
川
辺
庁
舎
内
）

11
月
は

不
法
投
棄
防
止
強
化
月
間

�
市
で
は
こ
の
期
間
、
県
や
警
察
と
連
携

し
不
法
投
棄
防
止
の
啓
発
活
動
や
不
法
投

棄
防
止
パ
ト
ロ
ー
ル
を
強
化
し
、
不
法
投

棄
に
厳
正
に
対
処
し
て
い
き
ま
す
。

　

不
法
投
棄
は
重
大
な
犯
罪
で
す
。
罰
則

は
、
５
年
以
下
の
懲
役
も
し
く
は
１
千
万

円
以
下
の
罰
金
、
ま
た
は
こ
れ
ら
が
併
科

さ
れ
ま
す
。こ
の
機
会
に
一
人
一
人
が「
不

法
投
棄
を
し
な
い
。
さ
せ
な
い
。
見
つ
け

た
ら
す
ぐ
電
話
を
」と
い
う
意
識
を
持
ち
、

不
法
投
棄
の
な
い
住
み
よ
い
地
域
を
つ
く

り
ま
し
ょ
う
。

［
問
］
川�

市
民
生
活
課�

生
活
衛
生
係

野
焼
き
は禁

止
さ
れ
て
い
ま
す

　

ご
み
の
焼
却
（
屋
外
焼
却
）
は
、
例
外

を
除
き
「
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関

す
る
法
律
」
で
禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
洗
濯
物
に
煙
の
臭
い
が
付
く
」、「
部

屋
の
換
気
を
し
た
い
が
、
近
く
で
た
き
火

を
し
て
い
る
と
煙
が
入
っ
て
き
て
窓
を
開

け
ら
れ
な
い
」
な
ど
多
く
の
苦
情
が
寄
せ

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ご
み
を
燃
や
す
と
煙
や
悪
臭
に
よ
る
住

民
ト
ラ
ブ
ル
や
生
活
環
境
の
悪
化
を
ま
ね

く
だ
け
で
な
く
、
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
な
ど

の
有
害
物
質
を
発
生
さ
せ
ま
す
。
ま
た
、

違
反
者
に
は
罰
金
な
ど
が
科
せ
ら
れ
る
場

合
も
あ
り
ま
す
。

　

ご
み
は
燃
や
さ
な
い
で
、
指
定
さ
れ
た

日
に
正
し
く
分
別
し
て
ご
み
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
へ
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

公
益
上
・
社
会
の
慣
習
上
や
む
を
得
な

い
も
の
、
周
辺
地
域
へ
の
生
活
環
境
に
与

え
る
影
響
が
軽
微
な
も
の
に
つ
い
て
は
焼

却
禁
止
の
例
外
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
生
活
環
境
に
支
障
が
生
じ
る
場
合
は

認
め
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

い
。

◎
野
焼
き
と
は

　

ド
ラ
ム
缶
な
ど
を
使
用
し
て
の
焼
却
、

地
面
に
穴
を
掘
っ
て
の
焼
却
、
ブ
ロ
ッ
ク

を
囲
ん
だ
り
し
て
の
焼
却
な
ど

◎
例
外
と
は

　

農
業
、
林
業
ま
た
は
漁
業
を
営
む
た
め

に
や
む
を
得
な
い
も
の
と
し
て
行
わ
れ
る

草
木
な
ど
の
焼
却
、
鬼
火
焚
き
な
ど
の
風

俗
慣
習
上
ま
た
は
宗
教
上
の
行
事
を
行
う

た
め
に
必
要
な
廃
棄
物
の
焼
却
、
た
き
火

そ
の
他
日
常
生
活
を
営
む
上
で
の
焼
却
で

あ
っ
て
軽
微
な
も
の
な
ど
。

［
問
］
川�

市
民
生
活
課�

生
活
衛
生
係

農
作
業
事
故
ゼ
ロ
を目指

そ
う
！

　

農
業
の
機
械
化
が
進
む
一
方
、
農
作
業

事
故
の
発
生
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。

　

こ
の
た
め
、農
繁
期
の
９
～
10
月
を「
秋

の
農
作
業
事
故
ゼ
ロ
運
動
」
実
施
期
間
と

定
め
、「
見
直
そ
う
！
農
業
機
械
作
業
の

安
全
対
策
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
農
作
業

事
故
の
未
然
防
止
と
安
全
対
策
の
徹
底
を

呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

　

農
業
機
械
を
扱
う
際
は
、事
前
の
点
検
・

整
備
を
徹
底
し
、
余
裕
を
持
っ
た
作
業
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
。

◎
啓
発
事
項

・�

ト
ラ
ク
タ
ー
に
安
全
フ
レ
ー
ム
を
装
着

し
、
運
転
時
に
は
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、
ヘ

ル
メ
ッ
ト
の
着
用
を
徹
底
し
よ
う
。

・�

ト
ラ
ク
タ
ー
に
作
業
機
を
装
着
し
て
公

道
を
走
行
す
る
際
は
、
灯
火
器
を
設
置

し
て
、
安
全
運
転
を
心
が
け
よ
う
。

・�

ト
ラ
ク
タ
ー
が
走
行
す
る
た
め
に
十
分

な
道
幅
を
確
保
し
よ
う
。

・�

機
械
の
詰
ま
り
を
取
り
除
く
際
は
、
機

械
の
動
作
停
止
を
確
認
し
て
か
ら
取
り

除
こ
う
。

・�
農
業
機
械
の
定
期
的
な
点
検
・
整
備
を

行
い
、
整
備
不
良
に
よ
る
事
故
を
防
ご

う
。

［
問
］
頴�
農
政
課�

生
産
流
通
指
導
係
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・
児
童
扶
養
手
当
受
給
世
帯

　

�

・
国
民
健
康
保
険
料
の
減
免
か
徴
収
猶

予
を
受
け
て
い
る
世
帯

　

�

・
生
活
状
況
の
悪
化
な
ど
に
よ
り
援
助

が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
世
帯

■�

申
請
期
間
＝
令
和
３
年
12
月
１
日
～
12

月
28
日

［
申
・
問
］
川�

学
校
教
育
課�

学
校
教
育
係

［
申
］
頴
・
知�

支
所�

市
民
生
活
係

戦
没
者
遺
骨
を

�

ご
遺
族
の
も
と
へ

�　
厚
生
労
働
省
で
は
、
遺
留
品
な
ど
の
手

掛
か
り
情
報
の
な
い
戦
没
者
遺
骨
の
身
元

を
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
に
よ
り
特
定
し
て
ご
遺
族

の
も
と
へ
ご
遺
骨
を
返
還
す
る
た
め
、
対

象
地
域
を
拡
大
し
て
ご
遺
族
と
思
わ
れ
る

方
か
ら
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
鑑
定
申
請
受
け
付
け
を

開
始
し
ま
し
た
。
対
象
地
域
や
申
請
の
手

続
き
に
つ
い
て
は
、
厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
厚
生
労
働
省
鑑
定
調
査
室

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

［
問
］
厚
生
労
働
省
社
会
・
援
護
局
事
業

課　

鑑
定
調
査
室

　

☎
０
３-

３
５
９
５-

２
２
１
９

自
動
車
起
終
点
調
査

�

ご
協
力
の
お
願
い

　

国
土
交
通
省
で
は
、
自
動
車
の
利
用
実

態
を
把
握
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
全

国
一
斉
に
「
自
動
車
起
終
点
調
査
」
を
実

施
し
ま
す
。

小
学
校
就
学
援
助
費

新
入
学
学
用
品
費
の
支
給

　

市
内
の
小
・
中
学
校
に
通
う
児
童
生
徒

を
就
学
さ
せ
る
こ
と
が
経
済
的
に
困
難
な

保
護
者
に
対
し
、
小
学
校
お
よ
び
中
学
校

で
関
わ
る
費
用
の
一
部
を
援
助
す
る
就
学

援
助
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
就
学
援
助
制
度
の
一
環
と
し
て
、

小
学
校
に
入
学
す
る
児
童
に
は
、
入
学
に

関
わ
る
学
用
品
の
購
入
費
を
支
給
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
新
入
学
学
用
品
費
を
、
令
和
４
年

４
月
の
入
学
生
か
ら
、
入
学
前
に
支
給
し

ま
す
。�

　

新
入
学
学
用
品
費
の
支
給
を
希
望
さ
れ

る
保
護
者
は
、
左
記
に
よ
り
申
請
書
を
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。
前
年
の
所
得
や
家
庭

の
状
況
な
ど
に
よ
り
審
査
の
上
、
認
定
さ

れ
た
方
が
援
助
を
受
け
ら
れ
ま
す
。な
お
、

審
査
は
世
帯
全
員
の
市
県
民
税
に
つ
い
て

確
認
が
必
要
で
す
の
で
、
必
ず
税
の
申
告

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

申
請
書
は
、
就
学
時
健
診
時
に
配
布
し

て
い
ま
す
。

■�

対
象
＝
次
の
①
・
②
全
て
に
該
当
す
る

子
ど
も
の
保
護
者

①�

令
和
４
年
４
月
に
南
九
州
市
内
の
小
学

校
に
入
学
予
定

②
次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯

　

�

・
前
年
度
ま
た
は
当
該
年
度
に
生
活
保

護
の
停
止
ま
た
は
廃
止
の
あ
っ
た
世
帯

　

・
市
町
村
民
税
非
課
税
世
帯

　

こ
の
調
査
は
、
調
査
対
象
車
両
を
無
作

為
に
抽
出
し
、
あ
る
一
日
の
自
動
車
の
利

用
状
況
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

ま
す
。

　

抽
出
し
た
調
査
対
象
車
両
を
所
有
さ
れ

る
お
宅
に
お
願
い
は
が
き
を
送
付
し
、
そ

の
後
、
本
調
査
票
を
送
付
し
ま
す
。

■�

調
査
対
象
＝
無
作
為
に
抽
出
し
た
調
査

対
象
車
両
の
所
有
者

■
調
査
期
間
＝
令
和
３
年
９
月
～
11
月

■
配
布
方
法
＝
郵
送
配
布

■�

回
答
方
法
＝
調
査
票
も
し
く
は
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー
ト
方
式

で
回
答

［
問
］
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
１
２
０-

０
１
７-

１
９
６

あ
な
た
の
遺
言
書

法
務
局
が
守
り
ま
す
！

自
筆
証
書
遺
言
書
保
管
制
度

　

ご
自
身
で
書
い
た
遺
言
書
を
法
務
局
で

保
管
す
る
制
度
で
す
。
大
切
な
遺
言
書
の

紛
失
や
改
ざ
ん
を
防
止
で
き
ま
す
。
ご
自

身
の
財
産
を
ご
家
族
へ
確
実
に
託
す
方
法

の
一
つ
と
し
て
自
筆
証
書
遺
言
を
検
討
さ

れ
る
に
当
た
っ
て
、
ぜ
ひ
本
制
度
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。
遺
言
者
が
希
望
す
れ
ば
、

遺
言
者
の
死
後
、
あ
ら
か
じ
め
遺
言
者
が

指
定
し
た
方
に
対
し
て
、
遺
言
書
を
預

か
っ
て
い
る
こ
と
を
お
知
ら
せ
す
る
こ
と

も
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
相
続
人
の
方
な
ど
は
全
国
に
あ

る
法
務
局
の
遺
言
書
保
管
所
で
、
遺
言
書

の
内
容
の
証
明
書
の
請
求
や
、
遺
言
書
の

閲
覧
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
法
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た

は
お
近
く
の
法
務
局
に
お
問
い
合
せ
く
だ

さ
い
。

［
問
］
鹿
児
島
地
方
法
務
局
知
覧
支
局

　

☎
０
９
９
３-

83-

２
２
０
８

自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

�

生
徒
採
用
説
明
会

■
日
時
＝

　
【
１
回
目
】
令
和
３
年
11
月
14
日
（
日
）

　

午
後
１
時
～
４
時

　
【
２
回
目
】
令
和
３
年
11
月
21
日
（
日
）

　

午
前
９
時
～
11
時
30
分

■
場
所
＝
南
九
州
市
役
所
知
覧
庁
舎

■
予
約
方
法
＝
電
話

■
予
約
締
め
切
り
日
＝

　
【
１
回
目
】
11
月
12
日�

午
後
１
時
ま
で

　
【
２
回
目
】
11
月
19
日�

午
後
１
時
ま
で

※�

今
回
は
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
対
策

の
た
め
事
前
予
約
と
し
ま
す
。

［
予
約
・
問
］
知
覧
分
駐
所�

担
当
：
黒
岩

　

☎
０
９
９
３-

83-

１
８
１
１

法務省

遺言書ほかんガルー
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Information

２
０
２
２
年
（
令
和
４
年
）

県
民
手
帳
の
販
売

　

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
機
能
と
合
わ
せ
て
、
鹿

児
島
の
情
報
が
ギ
ュ
ッ
と
詰
ま
っ
た
実
用

的
な
一
冊
で
す
。「
ふ
る
さ
と
の
催
し
」

や
県
内
5
施
設
の
割
引
パ
ス
ポ
ー
ト
も

付
い
て
い
ま
す
。

購
入
希
望
者
は
、

担
当
係
ま
た
は

お
近
く
の
書
店
、

コ
ン
ビ
ニ
（
セ
ブ

ン-

イ
レ
ブ
ン
、

ロ
ー
ソ
ン
、
フ
ァ

ミ
リ
ー
マ
ー
ト
）

で
お
求
め
く
だ

さ
い
。

■
サ
イ
ズ
＝
縦
15㎝
×
横
8.5㎝

■
色
＝
黒
、
赤
、
青

■
価
格
＝
６
０
０
円
（
税
込
）

［
問
］
知�

企
画
課�

広
報
統
計
係

令
和
４
年
度
の
「
裁
判
員
候

補
者
」・「
検
察
審
査
員
候
補

者
」
に
選
ば
れ
た
皆
さ
ん
へ

　

そ
れ
ぞ
れ
の
候
補
者
は
、
選
挙
権
を
有

す
る
県
民
の
中
か
ら
く
じ
で
選
定
さ
れ
ま

す
（
た
だ
し
、
20
歳
未
満
を
除
く
）。
選

定
さ
れ
た
候
補
者
の
方
へ
は
、
11
月
中
旬

ご
ろ
に
「
裁
判
員
候
補
者
名
簿
へ
の
記
載

の
お
知
ら
せ
」
ま
た
は
「
検
察
審
査
員
候

補
者
名
簿
へ
の
記
載
の
お
知
ら
せ
」
が
届

き
ま
す
。

　

国
民
が
司
法
に
参
加
す
る
二
つ
の
制
度

で
す
。
ぜ
ひ
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

　

分
か
ら
な
い
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
問

い
合
わ
せ
先
へ
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

［
問
］

・
裁
判
員
：�

鹿
児
島
地
方
裁
判
所
刑
事
部

裁
判
員
係

　

☎
０
９
９-

２
２
２-

７
１
５
７

・
検
察
審
査
員
：�

鹿
児
島
検
察
審
査
会
事

務
局

　

☎
０
９
９-

８
０
８-

３
７
１
９

税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
税
務
署
で
の
相
談
は
予
約
を
！

　

税
務
署
で
の
相
談
は
、
事
前
の
予
約
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

国
税
に
つ
い
て
面
談
に
よ
る
相
談
を
希

望
さ
れ
る
場
合
や
相
談
内
容
に
よ
り
電
話

な
ど
で
の
回
答
が
困
難
な
場
合
に
は
、
電

話
な
ど
で
事
前
に
相
談
日
時
な
ど
を
予
約

し
た
上
で
、
税
務
署
に
お
い
て
相
談
を
受

け
付
け
て
い
ま
す
。

　

予
約
の
際
に
は
、
名
前
・
住
所
・
相
談

内
容
な
ど
を
お
伺
い
し
ま
す
。

［
問
］�

知
覧
税
務
署
（
☎
０
９
９
３-
83-

２
４
１
１
）
※
自
動
音
声
案
内
に
従
っ

て
「
２
」
を
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

■
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
（
国
税
電
子
申
告
・
納
税

シ
ス
テ
ム
）

①
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
は
、
税
務
署
に
出
向
く
こ

と
な
く
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し

て
所
得
税
、
消
費
税
、
相
続
税
、
贈
与

税
な
ど
の
申
告
や
法
定
調
書
の
提
出
、

青
色
申
告
の
承
認
申
請
な
ど
の
各
種
手

続
き
が
で
き
ま
す
。

②�

税
金
の
納
付
も
、
金
融
機
関
や
税
務
署

の
窓
口
に
出
向
く
こ
と
な
く
、
ダ
イ
レ

ク
ト
納
付
（
※
）
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

バ
ン
キ
ン
グ
、
ペ
イ
ジ
ー
（
Ｐ
ａ
ｙ-

ｅ
ａ
ｓ
ｙ
）
対
応
の
Ａ
Ｔ
Ｍ
を
利
用
し

て
全
て
の
税
目
に
つ
い
て
納
付
が
で
き

ま
す
。

※�

ダ
イ
レ
ク
ト
納
付
と
は
、
事
前
に
税
務

署
に
届
け
出
を
し
て
お
け
ば
、
ｅ-

Ｔ

ａ
ｘ
を
利
用
し
て
電
子
申
告
な
ど
を
し

た
後
に
、
簡
単
な
操
作
で
、
届
け
出
を

し
た
預
貯
金
口
座
か
ら
の
振
替
に
よ

り
、
即
時
ま
た
は
期
日
を
指
定
し
て
国

税
の
納
付
が
で
き
ま
す
（
ダ
イ
レ
ク
ト

納
付
利
用
届
出
書
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
）。

詳
し
く
は
、
ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://w
w
w
.e-tax.nta.go.jp

ま
た
は�

　
　
　
　
　
　
　
　
　

）
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。農

地
の
権
利
取
得
に
係
る

下
限
面
積
の
変
更

　

耕
作
目
的
で
農
地
の
売
買
や
貸
借
権
設

定
を
行
う
際
の
、
農
地
法
第
３
条
の
規
定

に
よ
る
下
限
面
積
が
下
記
の
と
お
り
変
更

さ
れ
ま
し
た
。

ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ

検
索 

【
現
行
】

設定区域

南九州市川辺地域

南九州市知覧地域および頴
娃地域

南九州市空き家物件に接続
する農地 (南九州市全域 )

設定面積
（下限面積）

30ａ

50ａ

0.01 ａ
（１㎡）

(1)

(2)

(3)

【
変
更
後
】

設定区域

南九州市川辺地域（農用地区
域内）

南九州市知覧地域および頴娃
地域（農用地区域内）

南九州市全域（農用地区域外）

南九州市空き家物件に接続す
る農地 (南九州市全域）

設定面積
（下限面積）

30ａ

50ａ

1 ａ

0.01 ａ
（１㎡）

(1)

(2)

(3)

(4)

※�

⑶
、
⑷
は
、「
５
年
以
上
継
続
し
て
耕

作
す
る
旨
の
誓
約
書
」
お
よ
び
「
農
用

地
利
用
計
画
書
」
が
必
要
。

［
問
］
頴�

農
業
委
員
会�

農
地
係
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［問］知  商工観光課 商工水産係／観光交流係

市民の皆さまへ

商工観光林水産業の皆さまへ

南九州市「ケモンにカモン！」キャンペーン事業

南九州市事業応援助成金

お茶むらい商品券取扱店募集中

南九州市「ケモンにカモン！」キャンペーン事業について

● �10 月９日から 12月 28日までの期間、南九州市内で買い物（サービスを受ける支払いも対象）
を合計１万円以上して応募すると、抽選で 5,000 円相当の特典が進呈されるキャンペーンを商
工会が実施しています。
●市内の事業所への支払いであれば、全て対象となります。
●詳しくは、今月配布したチラシや商工会と市役所ホームページでご確認ください。
●来店の際は、感染防止に努めていただくようお願いします。

●�令和３年８月と９月の合計売り上げが、前年または前々年同比で２割以上減少した中小企業者、
林業者、水産業者が対象となります。
●助成金額：定額 10万円
●申請期限：令和３年 11月 30日（火）
●�詳しくは、商工観光課�商工水産係へ問い合わせするか、市役
所ホームページで確認してください。書類は商工観光課（知
覧庁舎）、地域振興係（頴娃支所・川辺支所）で入手できます。

●現在 300店舗以上が取扱店の登録をしています。
●�第２弾を販売し、総額１億４千万円が令和３年９月～令和４年１月の
間に流通します。
●この機会に販売促進の取り組みをお願いします。

●上記のキャンペーンが 12月 28日まで行われます。
●取扱店の登録は不要です。
●お客様がレシートなどをお求めされる際の対応をお願いします。

～コロナ禍に対する支援事業～

大注目 !!

コロナ禍に対する支援事業

要確認 !

まだ
間に合う !

年末商戦
まで！
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生活支援体制整備事業
有償ボランティア
“ 松ヶ浦地区ささえあい隊 ” の発足

～支えたり・支えられたり～

［問］�川 �長寿介護課�地域包括ケア係
　　�南九州市社会福祉協議会　☎ 0993-83-3961

先進地域のご紹介 !

　令和３年８月１日より、松ヶ浦地区（７自治
会）で有償ボランティア「松ヶ浦地区ささえあ
い隊」が発足しました。
【有償ボランティアの作業一覧】
①ゴミの分別、ゴミ出しなど
②電球・電池の交換
③ 庭の草取り、庭掃除、庭木の伐採（高所作業

は除く）
④布団干し　⑤家の周りの片付け
などのボランティア作業です。作業時間は基本
的に 60 分以内に限る。

住み慣れた松ヶ浦で住み続けられるために何が必要
か総務部で話し合いました。将来のために今のうち
から仕組みづくりが必要であると考え、「ささえあ
い隊」を発足することにしました。

私たちが、「ささえあい隊」です。できる
ことをお手伝いさせていただきま～す。

松ヶ浦地区ささえあい隊 第 1 号 の活動紹介
　松ヶ浦地区ささえあい隊第１号の活動は「犬の散歩
代行」でした。依頼者の方はこの日を楽しみにしてい
たそうです。初めてなので緊張した様子でしたが、依
頼者の方も一緒に歩き、犬の散歩代行ではなく「２
人と犬１匹のお散歩会」を楽しんだようでした。
今後は毎週 1 回、早朝の散歩代
行を依頼されたそうです。

松ヶ浦地区公民館長
平石　大�さん

依頼者は、１人暮らしのため、
週１回のお散歩会を終えた後の、
30 分間のおしゃべりを楽し
みにしているとのことでした。

南九州市では、地域での支え合い活動の仕組みづくりのお手伝いをしています。
今は、自分のことは自分でできるし、困っていないという声をよく聞きます。将来のこ
とを考え、「自分自身も支えられる立場に必ずなる」ことを意識し、今のうちから地域で、
気を使わずに助け合う仕組みづくりが必要です。地域（地区単位、自治会単位）で有償
ボランティアの仕組みづくりを検討されたい方は、下記までご相談ください。

南九州市からのお知らせです
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Information

　マイナンバーカードの交付や申請をサポートするため、日曜開庁による臨時窓口を開設します。
　平日に市役所へ行くことが難しい方は、ぜひこの機会にご利用ください。
■開設日時：11月14日（日）8：30～12：00
　　　　　　12月12日（日）8：30～12：00
■開設場所：頴娃・知覧・川辺庁舎の市民係および市民生活係
※カードの受け取りに来られる方は交付通知のハガキと必要書類をご持参ください。
※マイナンバーカードに関すること以外は受け付けられません。

［問］川  市民生活課 市民係　頴・知  支所 市民生活係

日曜開庁でマイナンバーカードの交付や申請をサポートします！

11 月の悩み相談室

　家庭や職場、子育てや介護、DV やセクハラ、ジェンダー、
LGBTQ のことなど悩みを抱えている方、どんなことでも
お気軽にご相談ください。専門のカウンセラーが相談に応
じ、秘密は固く守られます。
■相談日時＝ 11 月 20 日（土）午後１時～５時
　　　　　　（１人 50 分程度）
■場所＝ちらん夢郷館
■完全予約制＝毎月１回開催されます
　予約受付時間　午前９時～午後５時（土日・祝日を除く）
　☎ 0993-83-2511（相談室予約専用内線 2222）

［問］ 知  まちづくり推進課 共生・協働推進係

全国一斉「女性の人権ホットライン」
強化週間

　女性を巡るさまざまな人権問題の解決を図ることを
目的として、「女性の人権ホットライン」強化週間を
実施します。
　相談内容は問いません。相談には、法務局職員また
は人権擁護委員が応じ、秘密は厳守されます。
■日時＝令和３年 11 月 12 日（金）～ 11 月 18 日（木）
　　　　平日：午前８時 30 分～午後７時
　　　　土、日曜日 : 午前 10 時～午後５時
■相談先＝鹿児島地方法務局
　　　　　全国共通ダイヤル　0570-070-810
　　　　　※ＩＰ電話からは接続できません。

［問］鹿児島地方法務局人権擁護課
　　   ☎ 099-259-0684　

お口の健康を守ろう「いいな、いい歯！」無料歯科健診・相談

　南薩歯科医師会では、「いいな、いい歯　無料歯科健診・相談」
を実施します。�

■期日＝令和３年 11月８日（月）・９日（火）
■場所＝南薩歯科医師会会員の各歯科医院
■対象＝幼児から高齢者まですべての方
■内容＝�歯の健康相談、歯ぐき・歯周病の相談、

歯並びの相談、入れ歯の相談、口腔が
んの相談、口腔粘膜疾患の相談

※�希望される方は、各歯科医院へ電話予約をお
願いします。
※�受診された方には歯ブラシなどの粗品を差し上げます。多数の
受診をお待ちしております。

［問］�知覧保健センター　☎ 0993-58-7221

【南薩歯科医師会会員の歯科医院】
《頴娃地域》
　川平歯科、黒岩歯科医院、ひまわり歯科クリ
ニック、友愛歯科クリニック

《知覧地域》
　朝隈歯科医院、いるか歯科医院、上野歯科ク
リニック、クローバーデンタルクリニック、
ひしじま歯科医院

《川辺地域》
　かわじ歯科クリニック、谷口歯科、橋口歯科
医院、東デンタルクリニック、深町歯科医院、
藤崎歯科医院、山本歯科医院

　正社員はもちろん、パート・アルバイト・臨時社員など、名称のいかんを問わず、一人でも労働者を雇用している
事業主の方には、労働保険（労災保険・雇用保険）に加入する義務があります。

［問］労災保険＝鹿児島労働基準監督署　☎099-214-9175
雇用保険＝加世田公共職業安定所　☎0993-53-5111

11 月は「労働保険適用促進強化期間」です！

労災保険
　労働者が業務上の災害や通勤途中の災害による
負傷、疾病、障害、死亡に対し、被災労働者や
遺族へ給付される制度です。

雇用保険
　労働者が失業または育児休業や介護休業により賃金
が低下した場合などに給付される制度です。また、
事業主に対しての各種助成制度もあります。


